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ラット下位脳幹から内側前脳束への上行成分についてー特
に縫線及びカテコールアミン細胞群を中心にしたHRP 法
による研究

(主査)
教授塩谷弥兵衛
(副査)
教授橋本一成教授正井秀夫

論文内容の要旨

〔目的〕

従来より内側前脳束 (MFB) は，下位脳幹と前脳とを結ぶ線維束として知られてきた。事実，下位

脳幹に位置するモノアミン含有細胞群の上行線維が，この MFB を介して前脳の調節機構に重要な

役割を演じていることは広く知られているが，その詳細については，不明な点が多い口又最近では，

下位脳幹の非モノアミン細胞も MFB を介し前脳機能調節に関与する可能性が示唆されている。そこ

で本研究では，下位脳幹の如何なるモノアミン及び非モノアミン細胞群が MFB を介し，モノシナプ

ティックに前脳統御機構に関与しているかを逆行性トレーサ一法を用い検討した。

〔方法ならびに成績〕

方法:材料として 54匹の albino rat (150-200g) を用いた。 40% Horseradish Peroxidase 

(HRB (Sigma type VI) をガラス・マイクロピペットに入れ，電気泳動的( 2.5μA ， 15分間)に

MFB の以下の種々の高さに各々，微量注入した。 (1)前交連の高さでの MFB-LHl ， (2)外側視束前核の高

さでのMFB -LH2' (3)前視床下核の高さでの MFB-LH3 ， (4腕床下部腹内側核の高さでの MFB-LH4 ，

(5)視床下部後側核の高さでの MFB-LHso

24時間後， 1. 25%グルタール・アルデヒド， 0.5%パラフォルム・アルデヒド， O.lM燐酸バッ

ファー (pH 7.4) 固定液にて濯流後，脳を摘出し，同固定液にて 4
0

C下で 1 夜後固定，その後， 30% 

シヨ糖・ O.lM燐酸バッファーにて約 1-3 日間浸漬した。クリオスタットで30μ毎に前頭断で切片

を採用し， 3, 3' , 5, 5' -テトラメチル・ベンチジン (TMB) 反応を施した。更に縫線核群やカテコ

ールアミン (CA) 細胞群に於ける HRP 標識細胞が，果してセロトニンや CA を含んでいるかどう
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かを調べるため，それらの neurotoxin である 5， 6-di hydroxytryptamine ( 5, 6-DHT) や 6 -

hydroxydopamine( 6 -OHDA) を脳室内に前投与し，約10 日後， HRP を注入した。

成績: LHs にHRP を注入すると以下の領域に標識細胞が出現した。 (1灘線核群;大縫線核 (RM) ，

不確縫線核(RO)，橋縫線核(RPo )，上中心縫線核(CS)，背側縫線核 (RD)等。 (2) ノルアドレナリン

(NA) 細胞群， (3) ドーパミン (DA)細胞群， (4)背外側被蓋核 (TLD) ， (5)脚傍核 (Pb) ， (6)中脳中心灰白

質 (SGC) 等。

以下各領域について詳述する。

(1) 縫線核群

(イ) RM; HRP を LHs へ注入した時， RMの吻側部~中央部に著明に多くの小型標識細胞が出現

した。 LH l - 4 の内側各部へ注入した例でも ， HRP 標識細胞の数は減少するものの相当数認められた。

LH l- 4 の外側各部へ注入した例では，標識細胞は出現しなかった。

{ロ) RO; HRP を LHs ヘ注入した時，有意の数の細胞が標識された。 LH l - 4 の各部ヘ注九すると

標識細胞は出現しなかったO

わ) RPo; HRP をLH 4- S の内側各部へ注入すると有意の数の細胞が標識された。 LH l- 3 の各部へ注

入した例では，標識細胞はみとめられなかった。更に RM， RO , RPo に認められた標識細胞の数は，

5 , 6 -DHT 前処置によっても減少しなかった事から，これらの標識細胞は，恐らく，セロトニンを

含有しないと考えられる。

iニ) CS 及び RD; HRP を L H l - 5 の内側各部に注入しでも，多数の標識細胞が出現したo これら

の標識細胞は，その数が， 5， 6-DHT 前処置により，激減した事から，セロトナージックであろうと

考えられる。

(2) NA 細胞群

付) 青斑核 (LC); LH4-S の内側各部に HRP を注入すると，同側のみならず反対側の LC にも多く

の標識細胞が出現した。

(ロ)他の NA 細胞群 (A 1 ， A2' A4 , As, A7) 

LHs に HRP を注入すれば ほぽ両側性に標識細胞が見られた。 LH4 より吻側部に注入すると標識

細胞は見られなかった。

(3) DA 細胞群(As ， Ag , A川

んは LHs に， A g は LHs 及び LH l - 3 の内側各部， A 10 は LHl-S の内側各部及び LH 2- 4 の外側各部

に HRP を注入した時，標識細胞が出現した。 (2)， (3)では，いずれも， 6-0HDA 前処置により， HRP 

標識細胞の数が激減することから これらの標識細胞は CA 作動性と考えられる。

(4) TLD; LHl-S の内側各部及び LH 2 -4 の外側各部に HRP を注入すると標識細胞が出現した。

(5) Pb; LH3-S の内側各部及び LH2- 4 の外側各部に HRP を注入すると標識細胞が出現した。

(6) SGC; LHト 5 の内側各部に HRP を注入すると両側性に標識細胞が出現した。

〔総括〕

(1) 従来，その上行線維を内側前脳束 (MFB) を通じ，前脳に送るとされていた下位脳幹のモノ
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アミン細胞群に加え，同じ下位脳幹に位置する多数の非モノアミン細胞群も， MFB を介し，前脳にモ

ノシナプティクに大きな影響を与えている事が明らかとなった。

(2) 上述非モノアミン細胞群は，以下の如くである。縫線核群(大縫線核，不確縫線核，橋縫線核) , 

背外側被蓋核，脚傍核，中脳中心灰白質，等。

論文の審査結果の要旨

本研究は，脳内各種機能に重要な関連を有する内側前脳束が，下位脳幹の知何なる細胞群から投射

を受けているかを逆行性トレーサ一法 (HRP-TMB法)を用いて，詳細に検討したものである。本研

究は従来よく知られている下位脳幹のモノアミン含有細胞群に加え，多数のモノアミン非合有細胞群

も，内側前脳束の重要な上行性の構成成分である事を明らかにした。

近年の神経科学の分野では，脳内アミン含有細胞系とアミン非合有細胞系の相互作用が注目されて

いる。本論文は，この両者共に内側前脳束の上行性構成成分として重要な役割を果している事を明ら

かにしたもので，今後，神経伝達物質の機能的相関の研究の進展の上に寄与する所大であると考える。
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